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１ 概要（職員と園児数）
２ 保育所を取り巻く環境
３ ケガの状況
４ ケガの発生状況の分析
５ ８つの指標に基づいた取組
６ 成果・課題と今後にむけて 2



１ 概要（職員と園児数）

昭和３２年（１９５７年） 設立
創立６１年目
現在 園児数１０５人 ０歳児－ ３人 １歳児－１２人 ２歳児－１２人

３歳児－２７人 ４歳児－３３人 ５歳児－１８人

職員４７人 （２０１７年７月現在）

昭和３２年（１９５７年） 設立
創立６１年目
現在 園児数１０５人 ０歳児－ ３人 １歳児－１２人 ２歳児－１２人

３歳児－２７人 ４歳児－３３人 ５歳児－１８人

職員４７人 （２０１７年１０月現在）
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出典：川東保育所データ（２０１１．４～２０１７．３）

川東保育所園児数推移 図-1
（人）

（1年間の平均在籍園児数）
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２ 保育所を取り巻く環境

川東保育所 5

自然が多い

保育所・義務教育学
校・高等学校が同じ
町内にある

川東保育所

亀岡川東学園○文  
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交通量が多い

（交通量）7～19時の間

に4,628台

【国土交通省データより】

川東保育所

信号機やガードレールがない

図-２
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３ ケガの状況
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出典：川東保育所外傷データ
（2011年度～2016年度）
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園内における年齢別発生率

出典：川東保育所外傷データ
（2014年度～2016年度）

図-４

４歳児のケガが多い
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園内における場所別ケガ発生件数

出典：川東保育所外傷データ
（2014年度～2016年度）

図-５
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運動場と保育室のケガが多い
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71%

17%

6%

1%2% 3%
転倒

当たる・衝突する

転落

咬む・咬まれる

ひっかく・ひっかかれる

その他

ｎ＝599人 出典：川東保育所外傷データ
（2014年度～2016年度）

図-６
運動場のケガの直接機転

運動場では転倒が多い
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4%2%

つまずく・ひっかかる

滑る

バランスを崩す

人との衝突

その他

図-７運動場の転倒によるケガの間接機転

ｎ＝428人 出典：川東保育所外傷データ
（2014年度～2016年度）

運動場の転倒は、「つまずく・ひっかかる」「滑る」が多い
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ｎ＝491人

図-８

保育室のケガの直接機転

出典：川東保育所外傷データ
（2014年度～2016年度）

保育室では「当たる・衝突する」が多い
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図-９保育室のケガの間接機転

保育室での「当たる・衝突」は、不注意による
「人との接触」「物との接触」のケガが多い

42%

39%

10%

5%3%
1%

人との接触

物との接触

バランスを崩す

他児とのトラブル

滑る

その他

出典：川東保育所外傷データ
（2014年度～2016年度） 14



４ ケガの発生状況の分析

場 所 課 題

園内

園舎内
・保育室での当たる・衝突のケガが多い。

（図-８）

園舎外 ・運動場での転倒のケガが多い。（図-６）

園外
・保育所前の道路の交通量が多い。（図-２）
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指標１ 協働を基盤とした、安全向上に取り組む運営体制がある

所 長所 長

ＩＳＳ推進

メンバー

所長補佐

主任保育士

看護師

ＩＳＳ推進

メンバー

所長補佐

主任保育士

看護師

実行部

（職員）

実行部

（職員）

地域

保護者

地域

保護者

●活動方針の決定や
推進計画の承認

●プログラムの実施・
ケガの調査

●地域・保護者との協働

●課題・プログラム選定
●アンケート等による
効果の測定

●送迎時の安全確認
●家庭内でのケガの
予防

園内の体制

５ ８つの指標に基づいた取組
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地域の体制

指標１

川東保育所

警察署

馬路駐在所

消防署

亀岡川東学園

南丹高等学校

保護者

未就園児親子

自治会

民生委員

主任児童委員
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ISSの取組みを園内に掲示

保護者と共にＩＳＳ

ISSの理念に基づく行動計画、指標の
普及および実践することを 保護者会
会則に明記

ＩＳＳの取組みの様子をスライドで
見ていただきました

親子で避難訓練

指標１
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亀岡川東学園の交通教室に参加

地域と共にＩＳＳ指標１
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指標３ すべての性別、年齢、環境をカバーする長期・継続的な
予防活動をしていること

園児 職員 保護者・地域

１－１　１－８　２－１　２－９　２－16　３－１ １－１　２－１　２－９　３－１ １－６　２－５　２－14　３－１

１－２　１－９　２－２　２－10　２－17　３－２ １－２　２－２　２－10　３－５ １－７　２－６　２－15　３－５

１－４　　　　　２－３　２－11　　　　　３－５ １－４　２－３　２－11　３－６ 　　　　２－９　２－17　３－６

１－５　　　　　２－４　２－12　　　　　３－６ １－５　２－４　２－14　３－７ 　　　　２－10　　　　　３－７

１－６　　　　　２－５　２－14　　　　　３－７ １－７　２－５　２－16 　　　　２－12

１－７　　　　　２－６　２－15 １－９　２－６　２－17

１－１　２－１　２－８　２－16　３－１ １－１　２－１　２－８　３－１ １－６　２－５　２－15　３－１

１－２　２－２　２－９　２－17　３－２ １－２　２－２　２－９　３－２ １－７　２－６　２－17　３－２

１－４　２－３　２－10　　　　　３－３ １－４　２－３　２－10　３－３ 　　　　２－８　　　　　３－３

１－５　２－４　２－11　　　　　３－４ １－５　２－４　２－11　３－４ 　　　　２－９　　　　　３－４

１－６　２－５　２－12　　　　　３－５ １－７　２－５　２－14　３－５ 　　　　２－10　　　　　３－５

１－７　２－６　２－14　　　　　３－６ １－９　２－６　２－16　３－６ 　　　　２－12　　　　　３－６

１－９　２－７　２－15　　　　　３－８ 　　　　　　　　２－17　３－８ 　　　　２－14　　　　　３－８

１－６　２－６　２－11 　　　　２－９ １－６　２－５　２－11

　　　　２－９　２－15 　　　　２－10 　　　　２－６　２－13

　　　　２－10　２－17 　　　　２－11 　　　　２－９　２－15

　　　　２－17 　　　　２－10　２－17

１－３　２－１　２－11　３－１ １－３　２－１　２－10　３－１ １－３　２－５　２－11　３－１

　　　　２－５　２－12　３－２ 　　　　２－５　２－11　３－２ １－６　２－７　２－12　３－２

　　　　２－７　２－14　３－３ 　　　　２－７　２－12　３－３ 　　　　２－８　２－13　３－３

　　　　２－８　２－15　３－４ 　　　　２－８　２－14　３－４ 　　　　２－９　２－14　３－４

　　　　２－９　２－17　３－６ 　　　　２－９　２－17　３－６ 　　　　２－10　２－15　３－６

　　　　２－10　　　　　３－８ 　　　　　　　　　　　　３－８ 　　　　　　　　２－17　３－８

園
内

園
舎
内

園
舎
外

園
外

家
庭

地
域

取組の全体（１.体づくり ２.安全教育 ３.環境改善）表－１

（※数値はプログラム番号）
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課題：保育所の前の道は交通量が多い（環境）

指標４ ハイリスクのグループ・環境及び弱者グループを対象と
したプログラムがある

設定理由
・登所、降所時や園外保育時に利用している
・交通量が他の道路に比べて多いため、事故のリスクが大きい
・信号機やガードレールがない

対策内容

・送迎時の駐車場内の安全確認
・地域の方や駐在所への見守り依頼
・園外保育時の交通指導
・交通安全教室、安全集会の実施
・安全を呼びかける表示の設置やポスターの掲示・おたよりの発行
・保護者、地域とともに環境改善の実施

現在の状況 ・ケガや事故は一件も起こっていない

21

指標４ 駐車場での安全確認

登降所時に職員が子どもたちと保護者の安全を見守ります

活動実績

毎日

警察官による安全指導も
行っています
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指標４

園外活動時には、地域の方々に
見守られています

地域の方の見守り 園外活動時の交通指導

交通教室での学びを園外活動で
活かします

地域の方の見守り 年間 約 ５回
園外活動時の交通指導 年間 約２５回

活動実績

23

交通安全教室の開催

亀岡警察署交通課
馬路駐在所
地域交通安全活動推進委員の

協力を得ています

２０１４年度 ２回
２０１５年度 ２回
２０１６年度 ２回

「事故０体操」の実施

活動実績

指標４
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２０１６年度 １回
２０１７年度 １回

指標４

『ひまわり絆プロジェクト事業』に参加

交通事故防止を啓発するための
事業に参加しています

活動実績

新規
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指標４ マクドナルド社会貢献事業

『ドナルド・アピアランス』に参加

２０１６年度 １回
２０１７年度 １回

『命を守ること』をテーマに
交通安全について学びました

活動実績

新規
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指標４ ISS集会の実施

２０１４年度 ４回
２０１５年度 ４回
２０１６年度 ４回

『登降所の安全』に
ついて考え合いました

活動実績
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２０１５年度 12回
２０１６年度 17回
２０１７年度（7月現在） 6回

指標４ 交通安全ポスター・
おたよりによる啓発

２０１６年度１回

子どもたちが作成した『交通安全ポスター』 保護者啓発のおたより

活動実績

新規
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環境改善指標４

飛び出し注意を呼びかける表示を
保護者会よりいただき設置しました

＊飛び出し注意の表示 １カ所
＊転落防止の為の溝ぶた設置 １カ所

活動実績

馬路町自治会と地域の方
の協力により、溝ぶたが

設置されました

新規
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指標４ 環境改善

道路標識
（速度注意）の
設置

＊道路表示の書き直し ３カ所
＊道路標識の設置 ２カ所

道路表示
（横断歩道）の
書き直し

活動実績

前 後

前 後

新規
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環境改善

川東保育所オリジナルキャラクター

『まもるんじゃー』の
安全ぼうや

自治会と馬路駐在所の協力で作成し、
園舎周辺に設置。
ドライバーに注意を呼びかけています。

指標４ ＊安全ぼうやの設置
３カ所活動実績

新規
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予防対象 課題 対策

運動場での転
倒のケガ

保育室での
当たる、衝突
によるケガ

①園児の安全意識の向上

②環境改善

園内安全点検プログラム
・まもるんじゃーチェック
・まもるんじゃーマップ
・ＩＳＳ集会
・約束まもるんじゃーの活動
・給食まもるんじゃーの活動

運動場での転倒のケガが多い
保育室での当たる・衝突によるケガが多い

発生要因…・運動場、コンクリート面の砂や段差によって滑る、つまずく
などで起こっていることが多い

・危険予知力、対処力などが未熟さから、人や物に接触しケガに
つながることが多い

指標５ 入手及び活用可能な根拠に基づいたプログラムを実施
していること

32



課題解決に向けた取組

園内の安全点検プログラム

予防対象
・運動場での転倒のケガ
・保育室での当たる・衝突によるケガ

課題 園児の安全意識の向上と環境改善

対象者 園児・職員

概要

●まもるんじゃーチェックの実施
園児（まもるんじゃー）が園内を点検し、危険箇所を報告する

●まもるんじゃーマップの作成
園内危険箇所マップを作成し、ケガにつながるような場所・行動を確認
する

●ISS集会の実施
安全・安心で過ごすための方法や環境づくりについて考える

●約束まもるんじゃーと給食まもるんじゃーの実施
安全安心に過ごすための約束や、食に関する情報を伝える

改善点 まもるんじゃーの活動内容、実施回数の充実

指標５

33

まもるんじゃーチェック指標５

チェックしたことを報告します

活動実績

割れたり欠けたりしている玩具がないかを
チェックしています

２０１４年度 ２２回
２０１５年度 ２２回
２０１６年度 ２２回
２０１７年度 ６回（７月現在）

砂があると滑るのでほうきで
掃除をしています
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子どもたちが運動場で注意する
場所を調べました

指標５ まもるんじゃーマップ（園内危険箇所マップ）

活動実績

２０１４年度 １回
２０１５年度 １回
２０１６年度 １回
２０１７年度 １回

35

指標５ ＩＳＳ集会

５歳児のまもるんじゃーが『安全に遊ぶための約束』を
みんなの前で報告しています

２０１５年度 ２回
２０１６年度 ２回
２０１７年度 １回（７月現在）

活動実績
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指標５

活動実績

約束まもるんじゃー 給食まもるんじゃー

安全で安心に過ごすための約束を
伝えます

食べることが体づくりにつなが
ることを伝えます

２０１５年度 １１２回
２０１６年度 ２９０回
２０１７年度 ９３回（７月現在）

追加 追加

37

短期的指標

中期的指標

長期的指標

【指標】

まもるんじゃーの活動回数

【測定方法】

まもるんじゃー活動報告書

【指標】

まもるんじゃーが点検・改善をした件数

【測定方法】

まもるんじゃー活動報告書

【指標】
運動場での転倒によるケガ、保育室による
当たる・衝突によるケガの件数
【測定方法】
川東保育所外傷データ

園内の安全点検プログラム

指標７ 予防活動の効果・影響を測定・評価する仕組みがあること

38



指標７

まもるんじゃーの活動実施回数

出典：川東保育所データ（2013.10～2017.7）
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まもるんじゃーが点検・改善した箇所（運動場）
キックボード 砂場の穴 砂場の上の藤棚 穴掘り蜂の巣 雲梯下の安全マットの砂
なかよしハウスの中の砂 山の吊り橋 ジャングルジムの止め具 石拾い

2014年～2016年 延べ41か所

指標７ まもるんじゃーチェック
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指標７

図-11
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指標７ 保育室での当たる・衝突によるケガの件数

図-12
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● 園児がケガをした時、自らケガの直接機転に気
づけるようになっている

● 園児がISSの活動に日常的に取組み、それを継承
できている

● 園児が活動の様子を家庭に伝えることで、保護者
にも関心をもってもらえるようになった

● 全職員がISSの取組に関わる仕組みができた
● ISSの啓発により、保護者・地域の理解が得られ、
環境改善につながった

６ 成果・課題と今後にむけて

気づきや変化

43

現在の課題

● 運動場、保育室でのケガが大きく減少し
ていない

● 職員・保護者にとって、取組のビフォー
アフターが見えにくくなっている

● 子ども・保護者の危険に対する意識に
温度差がある
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今後の計画

● 体作り・運動あそびプログラムの見直しと内容の
充実

● 全職員がＩＳＳに関わる活動の見直しと、保護
者への情報発信の工夫

● 「ヒヤリハット」から身近な危険について考える機
会をもつ

● ISSの取組および保護者・地域との連携の継承
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本日はありがとうございました!

亀岡市立川東保育所
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